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背景：教育と研究における定義の方向性
教育

目的に応じて異なる「コミュニケーション」概念を用いる

導入期における静態的、機械論的モデルに基づく定義づけの有用性

学習が進むにつれ、動態的で複雑化したモデルに基づく定義を紹介し、

種々の「コミュニケーション」概念に対する理解を促す。 cf. マルチモダリティ

研究

研究の目的に基づき、焦点を当てたいコミュニケーションの位相を照らし出す定義を

用いるアプローチ； 客観主義、解釈主義、批判理論

上記の傾向に関する考察のポイント：

教育・研究に共通する問題点：固定化された「主体」「要素」「コンテクスト」等の暗黙の前提がある

→そこから脱却する方向性でコミュニケーション概念の考察を展開 →考察のための補助線３つ
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概念再考の補助線となる文献①

コミュニケーションの「出来事モデル」（シルヴァスティン、小山）
（社会記号論系言語人類学）を手掛かりに

小山 亘（2011）. 「オリゴ，あるいは指標野の中心ーコミュニケーションの地平と出来事の

視点ー」『人口知能学会誌』, 26（4）, 334-343.

シルヴァスティン, M. 著・小山亘編, 榎本剛士・古山宣洋・小山亘・永井那和共訳（2009）．

『記号の思想 現代言語人類学の一軌跡』三元社

←Silverstein, M. (1976). Shifters, Linguistic categories, and cultural description. 

Bass, K. H. and Selby, H. A. (eds.), Meaning in Anthropology (pp. 11-55), 

Albuquerque, NM: University of New Mexico Press.

オリゴ（いま・ここ）を起点に据え、そこで展開される「コミュニケーション出来事」に

投錨されるさまざまなものが弁証法的に織り成す記号論的様態としてコミュニケーション
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「出来事モデル」
におけるコミュニケーション

いま・ここの時空間に投錨された諸要素、諸関係、

ミクロ・メゾ・マクロなコンテクストが、いま・ここを起点に様々

なアクター（の視点）によって生成され、そのせめぎあいの過程として

コミュニケーション出来事（communicative event）が立ち現れる。

     例：ネオリベラリズム、SDGｓといった抽象概念も、相互行為において

直接言及されたり、メタ語用的に介在したりすることによって、

コミュニケーション出来事の生成において中心トピックとして示されたり、

マクロコンテクストとしてメタレベルで動態的にかかわる。

⇒ネオリベラリズム：直接的に言及されなくとも、「文学部の定員を減らす

」「社会により役立つ学問を残す」といった言語文化的実践（パフォーマンス）の背景

にメタ語用的に機能している。このときの「主体」は誰か？
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（異文化）コミュニケーション概念再考への示唆
⇒研究者があらかじめ着目し、焦点化した要素（主体、客体、コンテクス
トなど）やその関係から捉えるコミュニケーションではなく、いま・ここの具
体的なディスコースで有意味（relevant）になっている事物を含めた要素・
関係性によって動的に生成されているという視座から捉えられる「コミュ
ニケーション」概念

コミュニケーション出来事を中心に据えてコミュニケーションを捉え、主体
としての「人間」を脱中心化し、「人間」も諸関係のなかでコミュニケーショ
ンにおいて動的に生成される要素とされ、また、因果関係における原因
として「人間」や「文化」を固定的に想定しない。コミュニケーション出来事
の具体的展開のなかで有意味となっている「人間」「事物」「文化」「文化
差（異文化）」「環境」「自然」を捉える志向性

→生成される関係性（力関係含む）；ネットワーク
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概念再考の補助線となる文献②

「アクターネットワーク理論」（ラトゥール）

ラトゥール, B. （2019）．『社会的な
ものを組み直すーアクターネット
ワーク理論入門ー』（伊藤嘉高・
訳）法政大学出版

（Latour, B. (2005). Reassembling 
the Social: An Introduction to 
Actor-network-theory. Oxford: 
Oxford University Press.）
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ANTの観点とコミュニケーション
学術的営為のなかで、コミュニケーションの問題における要因を「文化」に代表される１つの対象に求
める傾向

アクターネットワーク理論は、「人間」と「非人間」（「事物」「文化」「AI」など）という様々なアクターの相
互の介在によって社会的なネットワーク（関係性）が刻々と組み直され、そのなかで生じるコミュニ
ケーション現象を捉える視座を与える→主体は「事物」を含めた様々なアクター

例：多文化組織でコミュニケーションがうまくいかない状況で、「時間外」「コミュニケーション・スペー
ス」という時空間や「ワイン」といった事物の介在により、カジュアルな雰囲気が生まれ、それをきっか
けに各メンバーの多様な文化的知識が示され、多様な文化を尊重できる関係性が生成され、結果と
して仕事時間内のコミュニケーションが改善された。通常とは異なる時空間と事物というアクター（通
常、アクター[主体]とは考えないもの、こと）の介在により、ネットワークが変容し、コミュニケーション
が活性化された。

「事物」の捉え方：人間が用意したもの、という副次的な位置づけ⇒主体；アクター

Cf. アフォーダンス（ギブソン）
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（異文化）コミュニケーション概念再考への含意

研究者の視点からあらかじめ想定した「主体」、「原因」、「関
係」を元に、コミュニケーションを理解、説明するのではなく、事
物を含めた関係性として立ち現れるコミュニケーションを捉える
ことができる。

アクター間のせめぎあいのなかで、そうした関係性が再帰的に
生成されるか、変質していくかも動態的に捉える射程を備えた
コミュニケーション概念

⇒コミュニケーション上の問題の規定・解決に異なる視点を提
供？
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コミュニケーション現象を成立させる要
因について；ANTを手掛かりに
陥りやすい原因論：パーソナリティ／文化？→問題

ANT的観点：個人と文化と事物が織りなすネットワーク →問題

⇒ネットワークにいかなるアクターとアクター間の関係性が介
在するか？

⇒既存の学問的分析・解釈のレパートリーですぐに回収でき
ない。

⇒既存のレパートリーで回収できないネットワークを時間をか
けて読み解いていく研究営為が要請される。

⇒コミュニケーションを捉えるまなざしも変わらざるを得ない；

最初から「主体」を想定できない。→何が関わっているのか？
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概念再考の補助線となる文献➂

「マルチスピシーズ民族誌」が示唆する脱中
心化された「人間」とコミュニケーション観
Tsing, A. L. (2012). Unruly edges: Mushrooms as  

companion species. Environmental Humanities, 1, 141-154.

里見龍樹（2018）．「「歴史」と「自然」の間で―現代の人類学的理論

への一軌跡」前川啓治・箭内匡・深川宏樹・浜田明範・里見龍樹・木村

周平・根本進・三浦敦『21世紀の文化人類学 世界の新しい捉え方』

（pp. 133-186）新曜社

多様な種（マルチスピシーズ）の間にある関係的な現象としての「人間」
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マルチスピシーズ民族誌
「人間という生物種だけを特権的な主体／対象とするのではなく、
人間を含む「複数の生物種の（マルチスピシーズ）」関係性を民
族誌的に記述・分析しようとする新しいアプローチ」（里見, 2018, 
p. 180）→欧米中心の特有の人間像の脱中心化に向かうポスト
ヒューマニズムの流れ

松茸の事例（Tsing,2012）：東南アジアから北米に移民し、主流
社会から周辺化された人びとが北米の森林地帯の放棄された
松林のなかで、松茸を採集し、仲買人に販売し、生活する状況
を、松茸が生育する環境である菌の宿主である松、松林に生息
する動植物、そして人間（移民）といった多様な種の相互作用と
関係性（絶えずに変化する組み合わせ）について記述している。
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（異文化）コミュニケーション概念再考へ
の含意
持続可能な社会を形成していくという思想的な運動（例：SDGｓ）
があるなかで、環境破壊を含め、持続可能な社会の形成とは
逆行してきた「人間」を脱中心化し、コミュニケーションを多種間
の相互作用として捉える観点は、コミュニケーション概念を再
考するうえで、有益と考えられる。

☆異文化コミュニケーション研究は、そもそもその端緒から、
human & non-human(nature, the supernatural)という観点から、
人間、自然、超自然を考察の対象としてきたことを考えれば
（Condon, 1975）、こうしたコミュニケーション概念は原点に回帰
するものと言える（石黒, 2021）
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まとめ：「コミュニケーション」概念再考のポイント

１）研究者が設定する、もしくは暗黙裡に前提とする「主体」、「客体」から自由になり、「コミュ
ニケーション出来事」を中心に据え、「人間」を脱中心する形で、様々なエージェンシーが相
互生成する「コミュニケーション」概念を創出する。

２）コミュニケーションを様々なアクター（主体）が介在する弁証法的プロセスとして捉え、そこ
でネットワークが形成され、ネットワークのなかで、またコミュニケーションが現象が生成され、
そのコミュニケーションでネットワークが変容していくという視座により、１つの要素に還元し
て原因を求める思考法から離れ、複数の要素が相互に作用して生成した「コミュニケーショ
ン」として捉える。

３）１）、２）においては、「人間」中心志向から離れ、通常後景化されがちな動植物、自然と
いった様々なアクターとの関係性（ネットワーク）のなかでコミュニケーションを考える。

※個人の心理やアイデンティティもそうしたネットワークのなかで相互行為的に生成される。
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関連参考文献
Condon, J. C., & Yousef, F. (1975). An introduction to intercultural 

communication. New York, NY: Macmillan Publishing Company.

石黒武人（2021）．「日本における異文化コミュニケーション研究の

射程に関する一考察：記号論的転回による原点回帰」『異文化コ  

ミュニケーション論集』, 19, 33-43.
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思考実験：動的平衡（生物学者・福岡
伸一）ロゴスとピュシス

すべての抹消が自律的分散的に生命
の営みを行っている

脳は抹消の奴隷、抹消からの関わり
がないと十分に機能できない

ジル・ドゥルーズらのリゾーム
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